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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成21年9月10日(2009.9.10)

【公表番号】特表2001-524320(P2001-524320A)
【公表日】平成13年12月4日(2001.12.4)
【出願番号】特願2000-522279(P2000-522279)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｈ  23/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ０７Ｈ  23/00    　　　　
   Ｃ１２Ｑ   1/68    　　　Ｚ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年7月22日(2009.7.22)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】特許請求の範囲
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　血管に対する核酸リガンドであって、配列番号２４２～２５８に示さ
れるヌクレオチド配列から成る群から選択されるＲＮＡリガンドであることを特徴するリ
ガンド。
　　【請求項２】　前記リガンドが更に標識を含む、請求項１記載の核酸リガンド。
　　【請求項３】　前記リガンドが更に錯化剤を含む、請求項１記載の核酸リガンド。
　　【請求項４】　前記錯化剤が標識を含む、請求項３記載の核酸リガンド。
　　【請求項５】　前記標識が99m-Tcである、請求項４記載の核酸リガンド。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２９】
　両方の配列ファミリーからの代表的なクローンは、組織学的オートラジオグラフィーに
よって、結合に関してクローン12.2と特異的に競合することができた。放射能標識したク
ローン12.2は、30倍のモル過剰の非標識クローンによる完全な競合を伴う用量依存的な方
法において、非標識のクローン12.2（配列番号：242 ）、12.13 （配列番号：246 ）、12
.15 （配列番号：248 ）及び12.37 （配列番号：250 ）によって、新鮮な凍結切片から競
合脱離（compete off)された。しかしながら、300 倍のモル過剰のクローン12.2のスクラ
ンブル配列型の添加によるシグナルの減少は存在しなかった。識別できる配列類似性を有
さない2 種の配列ファミリーが、標的結合に関して互いに競合できることがわかった点は
興味深い。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１７７
【訂正方法】変更



(2) JP 2001-524320 A5 2009.9.10

【訂正の内容】
【０１７７】
【表１６】


	header
	written-amendment

